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生体分子を用いた論理回路

ナノエレクトロニクス、生化学プロセスの監視装置、薬品設計装置

生体の生化学プロセスと親和性を持ち、生体内での使用が容易な生体分子を用い
た論理回路デバイスを提供する。

本発明によれば、生体の生化学プロセスと親和性を持ち、生体内での使用が容易
な生体分子を用いた論理回路デバイスを提供するので、分子回路や分子ウェアを
設計したり制御することが容易となり、ナノエレクトロニクスの分野に広く応用でき
る。

本発明に係る論理回路を構成するナノスピンドル構造体１４０は、上面１５２及び
底面１５４を有する円錐台形状をなし、上面１５２から底面１５４に向かう方向に
沿って配列された複数のナノチューブ構造体１６０を含み、このナノチューブ構造
体１６０は上面１５２から底面１５４に近づくに従って数が多くなるように配列されて
おり、ナノチューブ構造体１６０の電流ガイド部材は、上面１５２又は底面１５４に露
出したナノチューブ構造体の電流ガイド部材に接続されていて上面１５２に露出し
た電流ガイド部材と底面１５４に露出した電流ガイド部材とは電気的に接続されて
いる。


